
※１ トルク調整が必要です。定格トルク以内でご使用ください。
長期間使用する事により、トルクは徐々に低下しますので、初期の状態では、定格電圧・電流を加えると定格以上のトルクを

■本製品の適合性の決定は、装置の設計者または仕様を決定する人が判断して下さい。 発生するように製造しています。　ご使用に当たっては、下記のコイル電流－トルク特性を参考にコイルの電圧・電流を調整して
●本製品は、使用される条件が多様なため、その装置への適合性の決定は、装置の設計者または仕様を決定する人が、必要に応じて性能検証及び 定格を超えないようにトルク調整をしてください。
 　ライフテストを行ってから決定してください。

［例］スリップトルク　３０［Ｎ・m］で制御する場合、コイル電流－トルク特性より、コイル電流は0.85［Ａ］となります。
■本製品の仕様の範囲外では使用しないでください。
●使用温度範囲、コイルの定格電圧・電流、定格トルク、許容スリッ プ工率、最大使用回転数の範囲外では使用しないでください。 ※2 連続スリップで使用する場合、摩擦熱を考慮しなくてはなりません。許容スリップ工率の値内でご使用下さい。
●本製品や周辺装置を破損したり、それにより怪我をする危険があります。
●感電、やけど、火災などの原因となる危険があります。 ［計算方法］ ［計算例］

●オイル漏れや部品の劣化などにより本製品の耐久性が著しく低下する可能性があります。 許容スリップ工率＝２×π／６０×ｎ×Ｔｃ 駆動対象をスリップトルク30［Ｎ・m］で連続制御する時、駆動側の許容回転数は

●本製品の仕様の詳細は右ページをご確認ください。 ｎ　　：　回転数（ｒｐｍ） 　n　＝60／（2×π）　Ｘ　許容スリップ工率／Ｔｃ

●使用時、コイルの通電およびスリップ摩擦により発熱します。使用条件により、本製品表面の温度が高くなる場合は、 表面温度が140℃以下の状態 Ｔｃ　：　スリップトルク（Ｎ・ｍ） 　　　＝9.55Ｘ100／30＝31.8［ｒｐｍ］

となるよう使用条件を緩和して、発熱を防止してください。 となります。

■特殊な条件、環境での使用について ※3 瞬間的な最大使用回転数のため、入力回転数が大きくなる場合は、製品表面温度が140℃を超えない様にしてください。

●次に示す条件や環境で使用する場合は、事前に弊社営業までご連絡いただくと共に、これらの装置全体の信頼性および安全性維持のために
　お客様の責任において、防水、防湿対策 、 装置側のフェールセーフ設計や冗長設計等の適切な措置を講じていただくようお願いいたします。
　　１）屋外や直射日光が当たる場所での使用。
　　２）鉄道や船舶の運行および車両の走行に直接または間接的に関わる機器、一般の医療に関わる機器、飲料や食料に触れる機器、娯楽機器で
　　　　人や財産に影響の関わる機器、緊急遮断回路、プレス機器、その他、人や財産に大きな影響をおよぼすことが予想され、特に安全が要求される
　　　　機器や用途への使用。
●次に示す安全性が確保できない環境や、極めて高い信頼性および安全性が必要とされる以下の装置にはご使用にならないでください。
　　１）引火・爆発の可能性がある環境、水中やきわめて湿度の高い環境。
　　２）原子力に関わる機器、航空や宇宙に関わる機器、軍用に関わる機器、生命維持に関わる医療機器、燃焼装置等

■本製品に手を触れる際は、コイルや周辺装置の電源が切れていて、本製品の温度が下がっていることを確認してください。
●本製品のコイルの通電中や、周辺装置の稼働中に本体の取り付け・取り外し・調整等を行うことは感電や怪我、やけどをする危険があります。

■本製品のコイルのリード線の接続は確実にしてください。。
●リード線の接続が電気的、機械的に不確実であると、動作不良や感電、漏電をする危険があります。

■火の中に投げ捨てないでください。
●内部にオイルが封入されていますので、火中に投げ捨てると爆発・発火等で怪我をする危険性があります。

■取付部強度不足での作動禁止
●取付部強度不足の状態で作動させますと、本製品や周辺装置を破損したり、怪我をする危険があります。
●取付部強度は、負荷トルク×安全率を確保してください。

■リード線による本体の吊り下げやリード線を引っ張る事を禁止
●製品が足元に落下して怪我をする危険があります。またリード線が切れて動作不良を起こしたり、感電やショート等の原因となります。
●取り付け・取り外しの際は、必ず本体を持って作業してください。
●取り付け後は、リード線が本製品や周辺装置の可動部に接触することがないように、リード線を成形、固定してください。

■本製品上面にあるネジの回転禁止
●本製品上面にあるネジは充填オイルの封止用のネジです。オイル漏れ、性能劣化の原因となりますので、ネジは絶対に回さないでください。

■本製品側面にあるナットの回転禁止
●本製品側面にあるナットはクリアランス調整用のナットです。オイル漏れ、性能劣化の原因となりますので、ナットは絶対に回さないでください。

■使用環境に注意
●真空中、高圧下、および衝撃が直接加わる場所でのご使用は出来ません。本製品や周辺装置破損の原因となります。
●粉塵、油、水等が本製品に付着するような環境でのご使用は避けてください。破損によるオイル漏れ動作不良の原因となります。
●湿気の多い場所に長期間放置しないようにしてください。
●オゾン発生箇所で使用すると寿命低下の原因となります。

■むやみにオイルを捨てることの禁止
●本製品に封入されているオイルをむやみに捨てると環境汚染となります。
●廃棄物の処理及び清掃に関する法律に従って廃棄してください。

■回転軸へのラジアル荷重、スラスト荷重
●回転軸にラジアル荷重、スラスト荷重をかけると、オイル漏れ、トルク不良、本体や軸破損等が発生する可能性があります。

■製品の修理・分解・改造禁止
●本製品は修理の対応はしていません。故障や性能劣化の際は新しい製品と交換ください。
●本製品の内部には励磁用コイルやオイル等が入っています。安全のためお客様自身で修理・分解・改造はしないでください。
●本製品に改造(追加工･塗装･溶接･焼入れ等)が行われた場合、弊社では一切の保証は致しません。
●お客様自身で修理・分解・改造されたことに起因して生じた損害等に関しまして、弊社では責任を負いかねますのでご了承ください。
　 
■製品の交換時期について
●使用環境や条件により、製品寿命が変わるため、交換時期は明示できませんが、次の症状があれば、交換の時期とご判断ください。
　１．コイルに定格電流を流しても必要トルクが出なくなった時
　２．コイルに電流を流さなくても、トルクが発生するようになった時
　３．回転毎に大きなトルク変動が発生するようになった時
　４．異音、振動やオイル漏れが発生するようになった時
●特に高い信頼性、安全性を必要とする場合は、上記症状の有無に限らず、早めの交換をお勧めいたします。

■廃棄
●本製品が不要になった場合は、産業廃棄物として地方自治体等の条例、規則等に従って適切な廃棄処理を行ってください。

■初期の音鳴りについて
●使い方によっては使用時に音が鳴る可能性がありますが、異常ではありません。

FCF-91S-105 ５８９５Ｄ００

　　　　但し、使用時コイル及びスリップ摩擦により発熱しますので、使用中の製品表面温度は140℃を超えない様にしてください。

　特性（代表例）

注意

本製品が原因で発生した二次災害については、不二ラテックス㈱は責任を負いかねます。
二次災害の起こらない様対策を行って下さい。

ご使用の前に必ずお読みください。

電気制御式摩擦ダンパー取扱説明書

警告

仕様

　　　　　　使用温度範囲：　－５～７０℃

　　※製品の仕様は予告なく変更することがあります。
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